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平成平成平成平成26262626年３月期業績と年３月期業績と年３月期業績と年３月期業績と前期実績との差異に関するお知らせ前期実績との差異に関するお知らせ前期実績との差異に関するお知らせ前期実績との差異に関するお知らせ 
 

 平成26年３月期（平成25年４月１日から平成26年３月31日）の業績と、前期（平成24年４月１日から平成25

年３月31日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成26年３月期業績と前期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 期 実 績 （Ａ） 
( 平 成 2 5 年 ３ 月 期 ) 

3,717 1,316 1,311 800 84円16銭 

当 期 実 績 （Ｂ） 
( 平 成 2 6 年 ３ 月 期 ) 

5,210 2,407 2,404 1,482 141円58銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,492 1,090 1,092 681 57円42銭 

増 減 率            （％） + 40.1 + 82.9 +83.3 + 85.1 + 68.2 

（注）当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前期の期首に当該株式分割が行

われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

２．差異の発生理由等 

前事業年度から続くアベノミクス相場の影響による外国為替市場のボラティリティの高騰が顧客の売買を活発にさ

せ、マーケット環境によっては「トラリピ(R)」「らくトラ(R)」などが顧客に収益の最適化をもたらし、さらに、顧

客向けに相場情報や戦略/戦術情報などを充実させたことも取引増加の大きな要因になり、当期の第１四半期において

は創業来最高の四半期の業績を計上するなど順調な滑り出しではありましたが、６月に米ドル/円などの主要な通貨ペ

アが大幅な円高相場に直面してから相場環境がガラッと変わってしまい、その後は、長く続く低ボラティリティ相場

と資源国通貨の円高基調の影響で顧客の投資マインドが低下し、どの通貨ペアもアベノミクス相場時より値動きの量

を表す総推移が大幅に減少した影響が大きかったものの、当社が重点的に投資教育を展開し続けていることもあり、

顧客がそれぞれのポートフォリオの見直しやリスクマネージメント状況を確認して次のトレードチャンスに向けての

準備をしていることなどから、預り資産残高は創業来の高水準で増加し続け、注文指値量・ポジション量のストック

も高水準で推移し、低ボラティリティな相場環境下でも常に収益のベースアップを図れたことが奏功し、営業収益は

5,210,289千円（前事業年度比40.1％増）と、大幅な増収になると同時に４期連続して過去最高の営業収益を達成する

ことができました。営業費用に関しては、人員数の増加や顧客取引高の増加に伴うポイントプログラム等のコストの

増加、また、昨年９月に東京都中央区京橋にあった旧本社と東京都江東区青海にあったＭ２Ｊベイスクエアを東京都

港区赤坂の新本社に集約させたことで発生した移転に係る費用などの影響で2,802,919千円（前事業年度比16.7％増）

となり、営業利益は2,407,369千円（前事業年度比82.9％増）と大幅な増益となりました。営業外収益は受取利息等の

計上により3,890千円、営業外費用は支払利息等の計上により6,573千円となった結果、経常利益は2,404,686千円（前

事業年度比83.3％増）と、営業利益と同じく大幅な増益となりました。特別損失として固定資産除却損を5,702千円計

上したことにより、税引前当期純利益は2,398,984千円（前事業年度比83.6％増）、法人税等合計額として916,348千

円計上した結果、当期純利益は1,482,636千円（前事業年度比85.1％増）と大幅な最終増益となり、営業利益、経常利

益、当期純利益の全てにおいて過去最高益となりました。 

以  上 

 
 

平成26年５月13日  


